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【児童数】 （平成 31年 4月 1日現在）
学年 1年 2年 3年 4年 5年 6年 支援 計
男子 48 59 44 55 51 40 16 313 
児童数 女子 50 54 54 47 54 34 4 297 
（人） 計 98 113 98 102 105 74 20 610 
【職員数】（人）













教職経験 3年目教員 1名 教職経験 2年目教員 2名
3.2 研究授業
以上 6名
【第 1回研究授業】令和元年 6月 14日（金） 6限目 授業者：藤岡 千尋 (5年目教員）

























【第 2回研究授業】令和元年 10月 2日（水） 6限目 授業者：山本 郁哉 (2年目教員）























令和元年 12月 3日（火） 5限目 授業者：福田 雄太 (11年目教員）
コーディネーター教員














令和元年 12月 3日（火） 5限 H 授業者：上田 莉穂 (2年目教員）
























【第 5回研究授業】令和 2年 2月に実施予定
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4. おわりに
今年度は、初任者の配属がなかったため、授業の基礎となる教師の所作に係る点を抑え、教
科等に係る専門性等を高める授業研究に取り組んだ。これまでに授業所作やカンファレンスで
の協議の仕方、授業を見る視点など参加する教員の質が向上しつつあるので、専門性等を高め
る授業研究にあたっても、しつかりと授業内容について考えることができていた。若手教員が
専門性に係る授業研究をすると、つい専門性に追いつけず傍観してしまうことがあるが、しつ
かり自分自身が授業に対する視点を持つことができておれば、授業研究を深めることができる
と言えよう。
また、今年度は研究授業の場を特別な設定の場として扱うことができた。大学院の授業のフ
ィールドワークの場であったり、校内研究の試行的位置づけであったり、研究大会の研究授業
であったりと緊張ある場面での研究授業であった。このような場を幾度も踏むことで教師とし
て一段と成長を促進させることができると言えよう。こうした場を仕掛けることが教師の成長
を促すために重要になってくるのである。
このように、これまでの取組とは一段階ステップアップした形で取組を実施した。若手教員
は、環境がなければいつまでも成長しないが、環境が整えば成長も著しい。その成長に則した
研究体制を幣えてあげることが、これからの教員の育成に必要だと考える。
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